
 ９月22日、人気ＴＶドラマ「半沢直樹」の最終回

で銀行の役員会議の席で、主人公の半沢直樹が訴えた 

セリフをご紹介します。 

「皆さんは、これまでずっとこのテーブルの上で、黒

だと思っているものを詭弁で白にとすり替えてきま

した。その結果が今のこの東京中央銀行です。 

 大和田常務、あなたは私におっしゃいましたよね。

『メガバンクはこの国の経済を支えている。決してつ

ぶれてはならない』おっしゃるとおりです。銀行は決

してつぶれてはならない。ですが私たちは、そのこと

にこだわるあまり、いつのまにか自分たちのことしか

考えない集団になっているんじゃありませんか？ 

弱い者を切り捨て、自分たちの勝手な論理を平気で

人に押し付ける。問題は先送りされ、誰一人として責

任をとろうとしない。くだらない派閥意識でお互いに

牽制しあい、部下は上司の顔色をうかがって正しいと

思うことを口にしない。こんな銀行はもうつぶれてい

るようなものです。 

 世の中には本当に銀行の力を必要としている人や 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業がたくさんいます。彼らを裏切り続けるなら、私

たちはもう存在していないのも同然じゃないですか。

これ以上、自分たちをごまかし続けるのはやめましょ

う。黒は黒、白は白です。そうは思いませんか？ 

・・・・・・・（中略）・・・・・・ 

 地べたをなめるようにして、あなた（大和田常務）

にすがり、けなされ、さげすまれ、それでも必死で家

族を、会社を、大切なものを守るために、あなたに土

下座をし続けた人たちの痛みを、怒りを、悔しさを、

あなたにも思い知っていただく」 

 皆さんの職場・企業では、どうでしょうか？ひとり

で闘いに立ち上がった半沢直樹は現実の金融機関には

存在しません。パワハラ、不正融資、出向・転籍、内

部告発者の保護、等々。本来、職場にまともな労働組

合が存在していれば、半沢直樹になりかわって経営者

や金融庁と交渉して解決可能な問題ばかりです。 

 裏を返せば、職場に労働組合が機能していないこと

への警鐘を鳴らしているといえます。半沢直樹の代役

ができるのは労働組合しかありません。 
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201３春闘・臨給回答状況（近畿地協関係） 

 賃上げ 初任給 
金額 備考 大 卒 短大卒 高 卒 

三菱東京ＵＦＪ  定昇なし 総合205,000 
一般195,000 

175,000  

滋賀銀行 7,181 定昇(昇級分2,995円含む) 205,000 173,000 157,000 
池田泉州銀行  定昇のみ 205,000 170,000  
近畿大阪銀行  定昇なし 205,000   
京都北都信金 4,966 定昇のみ 185,000 169,600  
のぞみ信組   200,000  150,000 
きのくに信金 3,435 定昇（昇格昇給含む） 総合205,000 

一般176,000 
164,000  

大阪市信金  定昇なし 202,000 173,800  
 

 13夏期臨給 12冬期臨給 
金額 支給率 前年比 金額 支給率 前年比 

三菱東京ＵＦＪ  ※273% 
最低保障135% 

＋2% 
±０ 

 ※267% ＋3% 

滋賀銀行 1,051,000 284.5％＋特別一時金 ▲15P 1,064,354 284.5%+特別一時金 ±０ 
池田泉州銀行 827,155 241.79% ±０ 843,580 243.97% ±０ 
近畿大阪銀行  2.75カ月 ＋0.41カ月  0.8カ月 ±０ 
京都北都信金  1.0カ月 ±０  1.0カ月 ±０ 
のぞみ信組  1.8カ月 ±０  1.8カ月 ±０ 

きのくに信金 652,555 1.80カ月 ±０ 661,516 1.80カ月 ▲5% 

大阪市信金  1.0カ月 ±０  0.95カ月 ±０ 

※京都北都は期末臨給0.2ケ月、きのくには期末臨給9～15千円（平均10,882円）  



学生さんらにモテモテの金融労連 

 近年、金融労連は金融機関の代表的な労働組合とし

てモテモテです。７月 30 日には、大阪経済大学の学

生さんら４人が、金融労連西日本事務所を訪れ、金融

機関の職場の実態や労働組合の活動などについて、懇

談しました。（詳細は金融労連機関紙をご参照下さい） 

 参加した学生さんからは、「過去の事例を詳しく教え

てもらい、ありがたかった」「なかなか知ることができ

ないことまで教えてもらって良かった」「続編もありか

な」などの感想が出されました。 

 卒業論文の参考になったかどうかは甚だ疑問ですが、

学生諸君が、社会に出てからも純粋な目と心を持ち続

けてほしいと願うばかりです。 

 また10月22日は恒例となった龍谷大学リクルート

ガイダンス。今年も金融労連からの出席要請が寄せら

れています。その他にも、マスコミ等からの取材も急

増するなど注目を浴びるようになってきています。 

 
 
京都北都従組のなかまに台風 18号 

災害救援カンパを 
 ９月15～16日に上陸した台風18号によって、京都

北都の仲間の中にも家屋浸水などの被害が出ています。 

 花火大会での爆発事故に続いて、浸水被害に見舞わ

れた京都府福知山市では、11月23日に全国から１万

人のエントリーが予定されている「福知山マラソン大

会」が中止になるなど、地元市民が受けた傷は大きい

ものがあります。金融労連では９月24日付文書で、全

国の仲間に「京都北都の仲間」への災害救援カンパを

呼びかけています。 

 送金口座 三菱東京ＵＦＪ銀行麹町（こうじまち）

支店の普通預金・Ｎｏ．１１１０８８７ 金融労連

本部 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ベースアップ確認表」取組中（きのくに） 

金融ユニオンきのくに信金分会では、組合員が「春

闘・臨給でいくら上がったのか」について、これまで

「賃金は個人情報では？」という考えもあり、組合員

の賃上げ状況が分会で十分に把握できていませんでし

た。 

春闘後の執行委員会で、「組合員の賃上げは職員平均

のどの辺に位置しているのか」を数字で正確につかむ

ことで、活動をより前進させる力になるのではないか

との発言があり、具体的にはどうしたらよいか検討し

たところ、組合員が給与明細から転記して賃上額を簡

単に算出できる「確認表」を作成したらどうかという

ことになりました。 

早速、「ベースアップ確認表」を作成し、趣旨と返信

の依頼文を添付して全組合員に配布しました。 

現在回収中ですが、速やかに集計して自分たちの現

状を正確に分析して、これからの活動に活かせるツー

ルとして活用して行こうと考えています。 

中小業者・利用者からの報告 

（９月６日の中小商工業全国交流研究集会分科会） 

●岩手銀行 円滑化法が施行されても「あんな一方的

な法律はない。あれは努力義務に過ぎない」などと法

の理念自体がわかっていない対応をされた。 

●埼玉県信金 円滑化法利用者に一切の真水（プロパ

ー融資）は出さない、とあからさまに発言している。 

●尼崎信金 「ウチは信用金庫ではない」などと、保

証協会の保証を先にとってきてからといわれた。 

●高知信金 高金利ローンをセットしたパック商品を

進める。大口融資に偏り、小口融資を見向きもしない。

円滑化法利用状況をホームページに掲載していない金

融機関。 

●一関信金 ５人以下の事業所は眼中になく、小規模

零細業者には冷たい対応 

 利用者は良く見ています！ 

近畿地協第８回定期大会のご案内 
日時 2013年10月26日（土） 
    11時～16時 
場所 京都市「然林房」 
議題 一、2013年度たたかいの総括 
   一、2014年度運動方針 
   一、決算・予算 
   一、役員選挙 
   一、その他 
 
 
 

2014年度金融労連近畿地協役員選挙告示 

          選挙管理委員長 四方敏之 

2014 年度金融労連近畿地協役員選挙について下記

の通り告示します。 

記 

一、 投票日 2013年10月26日（土） 

一、 場 所 近畿地協第８回定期大会会場 

一、 定 員 議 長 １名 

      副議長 ４名 

      事務局長 １名 

      事務局次長 ２名 

      会計監事 ２名 

一、 立候補締め切り 10月26日（土）正午 

一、 文書をもって選挙管理委員長宛届け出ること 

 


